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テーマ３：事業の概要

1.テーマ3事業の狙い
「トラック隊列走行の社会実装に向けた実証」(経産省2016～2020年度)を
踏まえ、物流の担い手不足解消や物流効率の向上に向け、大型車メーカー
各社および物流事業者をはじめとする関係者と取り組み、自動走行技術を用
いた幹線輸送の実用化により2026年度以降の社会実装を目指す。

2.目標
 2025年度以降の高速道路におけるレベル4自動運転トラックの実現
 2026年度以降の実用化・社会実装

2



3

レベル4のトラック
開発ではなく、レ
ベル4ODDの検
証用車両の開
発を実施

物流事業者が
期待する幹線
輸送自動化に
よる事業モデル
を検討

レベル4トラックが
走れる条件を明
確化し、必要な
インフラ・制度整
備・システムの要
件を整理

関係省庁との議
論を通じて各所
管省庁で準備

インフラ・制度整備に資する要件を整理し、
関係省庁等との協議の上で、設定された
ODDを構成する車両技術・インフラ及び
制度整備が適切に実現される目途付け.

実施目標1
インフラ・制度整備の進捗に応じ、社会実
装に向けて実現可能な、高速道路上での
レベル4トラック運行共同事業形態を確立.

実施目標2

テーマ３：5年間の推進計画

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度～

レベル4検証用車両開発
後続車無人隊列走行
技術応用
隊列形成・解除の柔軟化

運行管理システムの コ
ンセプト検討

事業性分析
インフラ支援を見据えた事業性分析
トラック以外への展開の可能性分析

マルチブランド協調走行の実証評価
 大型4社マルチブランドでの協調走行実証

インフラ・制度設計の検討
 自動運転車に対応したインフラ・制度の検討

高速道路のデジタル化、情報提供体制の検討
 高精度３次元地図の活用、合流支援、車線別プローブ情報、規制情報の提供体制の検討

１．から３．まで成果を共有

２．走行環境、運行 条
件の整理、評価

ODDに応じた最適化

４ ． 高速道路でのﾚﾍﾞﾙ4
自動運転トラックに対
応したインフラ・制度
の検討

３．車両、システムの開発

レベル4を前提とした事業モデル検討
レベル4導入に向けた事業環境の分析
物流システムの中での検討

運行管理システム
の検討

車両、システム
の活用

成果を反映

ODDコンセプト検討
 大型車の特性を 踏

まえた検討

車内乗務員の役割

連
携

高速道路のデジタル化

１．事業モデルの検討

事業性分析

成果の反映

運行管理システムの実証評価、確立
 道路情報等を活用した運行管理システムの検討

連携

車両システム適用、成果の反映

民間による車両システム開発 市場化開発

ODDコンセプト等の実証 評価
、確立
 大型車特有ケースの評価
 安全性確保に係るシステム

検証

ODDコンセプトに基づく事業
モデルの実証評価
 事業者による受容性検証

連
携

次期プロジェクトの公募
対象として想定する取組

民間の取組

他省庁プロジェクトでの取組

インフラ・制度の検討 高
速
道
路
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
（
レ
ベ
ル
４
）
実
現

2021年度 2022年度

車内乗務員の検討
 役割・能力の明確化

ODDの設定

レベル4車両開発

レベル4を前提とし
た 事業モデル検討



テーマ３：取り組み方針
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経産省自動車課

豊田通商
(幹事機関)

先進モビリティ

日本工営

みずほリサーチ&テクノロジーズ

物流事業者６社
佐川急便、西濃運輸、福山通運、
日本通運、日本郵便、ヤマト運輸

・全統括担当
・事務局

【主要担当項目】

・シミュレーション評価
・関連事項調査

・ODDの設定
・インフラ/制度整備に資する
要件の検討
・運行管理システム検討・構築

大型車メーカー(OEM)４社
いすゞ自動車、日野自動車、

三菱ふそうトラック＆バス、UDトラックス

受託

・事業モデル検討
・事業性分析

・事業モデル検討支援
・事業性分析支援

・ODD検証用車両/システム開発

関係省庁

コンソーシアム

２．相互連携し取り組む3つの活動１．取り組みの基本構成
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テーマ３：2021年度実施事項フローチャート

佐川、西濃、日通、日本郵便、福通、
ヤマト、みずほR&T、工営、豊通大型4社、先進モビ、工営、豊通大型4社、先進モビ、豊通(関係省庁)⇔大型4社,先進モビ,豊通

物流事業者ヒアリングを行い、高速道路でのレベル4自動運転トラッ
クの基本的な在り方を確認

インフラ・制度整備検討 事業モデル検討車両/システム開発 走行環境・運行条件検討

走行シナリオ案および想定
ODDに基づく、事業モデルの
検討と事業性の分析を実施

走行シナリオ案および想定
ODDの受け入れ可否を検討

洗い出されたリスクに基づき、
リスク回避策を設定

リスク回避策を実現するシス
テムのアルゴリズムとそれに基
づくODD検証用車両を開発

運行監視システムの
コンセプト検討

想定ODDを可能とする
インフラ支援・制度整備の

実現性を検討

2022年度計画に続く

※ODD：Operational Design Domain (運行設計領域)
自動運転システムを開発・設計するうえで、それぞれのシステムが作動する
前提となる走行環境条件のこと

上記に基づき以下３点を実施：
 走行シナリオ案の作成
 想定ODD（走行／運行環
境）の設定

 ユースケースの特定とリスクの
洗い出し



テーマ３：検討体制・個別検討WG
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自動走行
ビジネス
検討会

プロジェクト推進委員会
※計画の総合的推進

自動運転テーマ1

自動運転テーマ2

自動運転テーマ3

自動運転テーマ4

委託
テーマ3 分科会

（役割）
・テーマ3事業推進

設置

事業モデル検討WG

走行環境/運行条件
検討WG

車両/システム開発WG

経産省・国交省

コーディネート機関
(産総研コンソ)

道路管理者

意見報告

設置・運営

統括調整・助言・指導

・事業モデル整理・検討
・事業性分析
・海外動向調査
・国内関連法令整理

連携

・走行環境・運行条件検討、評価
・車内乗務員の役割・能力検討
・運行管理システム検討
・道路情報提供に資する要件検討
・インフラ/制度に資する要件検討
・ドライビングシミュレーション検討

・ODD検証用車両・システム開発
開発項目の検討、進捗管理

物流事業者

OEM・開発会社

調査研究

有識者

道路インフラ・自動運転・物
流の各専門家4名で構成
（ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰﾎﾞｰﾄﾞ）

いすゞ自動車、日野自動車、
三菱ふそうトラック＆バス、
UDトラックス、先進モビリティ

日本工営、みずほR&T

事業者、みずほ、工営、豊通

佐川急便、西濃運輸、福山通運、
日本通運、日本郵便、ヤマト運輸、
全日本トラック協会

OEM・先モビ・豊通・工営

OEM・先モビ・豊通
事務局：豊田通商 (幹事機関)

関係省庁
協議テーマ3範囲

物流事業者自身でレベル
4トラックを用いた幹線輸送
自動化による事業モデル・
事業分析を検討する。

車両技術のみならず、レベ
ル4トラックが走行可能な環
境・運行条件の検討と実
証評価を実施する。

社会実装に向けた取組とし
て、外部有識者や関係者・
関係団体を含めた「テーマ3
分科会」を設置し、事業計
画や推進状況の確認や助
言を頂きながら推進する。

レベル4トラックの走行環
境・運行条件を検証するた
めの評価車両/システムの
開発を実施する。
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